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0.50 SERIES CONNECTOR (0.50シ䝸䞊䝈コネ䜽タ) 

 製品ྡ称及䜃型番 

1.1. 䝝ウ䝆ン䜾 

TE型番★1 
ྡ称 

2201816 0.50 シ䝸䞊䝈 75極(21極+27極+27極) キ䝱ッ䝥䡡アッセン䝤䝸 䠄オス䡡コネ䜽タ䠅 

2312240 0.50シ䝸䞊䝈 57極(30極+27極)キ䝱ッ䝥䞉アッセン䝤䝸䠄オス䞉コネ䜽タ䠅 

2298340★2 0.50/0.64 シ䝸䞊䝈 56極(21極+27極+8極) キ䝱ッ䝥䡡アッセン䝤䝸 䠄オス䡡コネ䜽タ䠅 

2315456 0.50 87極 キ䝱ッ䝥䞉アッセン䝤䝸 

2300181★2 
0.50/0.64 シ䝸䞊䝈 104極(21極+27極+21極+27極+8極) キ䝱ッ䝥䡡アッセン䝤䝸 

䠄オス䡡コネ䜽タ䠅 

2229097 0.50 シ䝸䞊䝈 21極 䝥䝷䜾䡡アッセン䝤䝸 䠄メス䡡コネ䜽タ䠅 

2229101 0.50 シ䝸䞊䝈 27極 䝥䝷䜾䡡アッセン䝤䝸 䠄メス䡡コネ䜽タ䠅 

2822015 0.50シ䝸䞊䝈 30極 䝥䝷䜾䞉アッセン䝤䝸䠄メス䞉コネ䜽タ䠅 

Fig. 1 

★1
注記：型番䠄䝟䞊䝒䝘ンバ䞊䠅䛿䚸䝸ス䝖中親番号䛻䝎ッシ䝳付䛝の 1桁の数字を䜒䛳て構成䛥䜜ます。 
各親番号䛻対す䜛䝎ッシ䝳付䛝番号のヲ細䛿顧客用図面ま䛯䛿䜹タ䝻䜾を参照䛟䛰䛥い。                       
䛺䛚䚸接頭の数字䛜䝊䝻の場合䛿䚸䝊䝻及䜃䝎ッシ䝳䛿省略䛥䜜ます。                                                

★2 0.64 8極 䝥䝷䜾䞉アッセン䝤䝸(メス䞉コネ䜽タ) 䛻䛴いて䛿䚸411-78080を参照䛟䛰䛥い。 

 

1.2. コンタ䜽䝖 

 

 

Fig. 2 

  

型 番 ྡ 称 ྲྀ付適用規格 

1827855 0.50 䝸セ䝥タ䜽䝹䠄メス端子䠅 114-5379䠄別冊䠅 
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1.3. 構成図䠄代表：0.50 75極䠅 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Fig. 3 

  

キ䝱ッ䝥䞉アッセン䝤䝸 

䠄オス䞉コネ䜽タ䠅 

䝸セ䝥タ䜽䝹 䠄メス端子䠅 
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 製品の検査 

2.1. タイコ エ䝺䜽䝖䝻䝙䜽ス 䝆䝱䝟ン社の出荷検査䛻䛴いて 

品質管理規定䛻則䜚䚸統計的管理の䜒䛸䚸諸基準書䛻照䜙して検査を行い䚸完全䛺䝻ッ䝖管理を行䛳ていま

す。原則䛸して䚸Ვ包体毎製造年月日䛜示䛥䜜䚸そ䜜䛻䜘䜚検査記録䚸製造記録䚸機Ე器具調整記録等䛻照

合して製造ୖの履歴を追跡䛷䛝䜛体制を䛸䛳ています。尚䚸製造年月日䠄䝕䞊䝖コ䞊䝗䛻て表しています䠅の表

示方法䛿ḟの通䜚䛷す。 

 

2.2. 顧客のཷ入検査 

ཷ入検査䛸して少䛺䛟䛸䜒䚸該当製品の顧客図面の内容䛻䜘䜚䚸ḟの䜘う䛺検査をして䛟䛰䛥い。 

 

＜䝸セ䝥タ䜽䝹䠄メス端子䠅＞ 

項目 検査規定及䜃方法 測定具 

外観検査 

1)形状 

目視 2)䜑䛳䛝ୖ䛢ᗘ 

3)巻䛝方 

寸法検査 
1)ワイ䝲䞉バ䝺䝹幅及䜃高䛥 

キ䝱䝸䝟䞊 
2)インシ䝳䝺䞊ション䞉バ䝺䝹バ䝺䝹幅及䜃高䛥 

ཷ入時全䝸䞊䝹䛸䝸䞊䝹単䛸して䚸䝕䞊䝖コ䞊䝗毎䛻ศ割し䚸Ⅱ䠄MIL-STD-105䠅水準䚸AQL4%䛷           
目視検査を行い䚸か䛴䚸䝸䞊䝹ඛ端 5ヶを検査し䚸全数合格を䜒䛳て䝻ッ䝖合格䛸してୗ䛥い。 

 

＜䝥䝷䜾䞉アッセン䝤䝸䠄メス䞉コネ䜽タ䠅䚸キ䝱ッ䝥䞉アッセン䝤䝸䠄オス䞉コネ䜽タ䠅＞ 

項目 検査規定及䜃方法 測定具 

外観検査 
1)バ䝸䚸変色䚸変形 

目視 
2)䜂䜃䚸割䜜䚸Ḟけ 

機能検査 
1)嵌合 
相応の䝝ウ䝆ン䜾䛸支㞀䛺䛟嵌合/㞳脱䛷䛝䜛䛣䛸 

手指 

包装箱毎を単䛸して䚸䝕䞊䝖コ䞊䝗毎䛻ศ割し䚸Ⅱ䠄MIL-STD-105䠅水準䚸AQL4%䛷外観検査を䚸          
ま䛯䚸5ヶ䛻䛴いて䛿機能検査を行い䚸全数合格を䜒䛳て䝻ッ䝖合格䛸してୗ䛥い。 

 

開Ვ時䚸䝸䝔䞊䝘䞊䛜本係止(両側/片側)状態䛻䛺䛳てい䜛場合䚸仮係止状態(6.3参照)䛻して䛟䛰䛥い。
弊社か䜙の出荷後のᲕ包状態䛷䜒䚸落ୗ等の衝撃䛻䜘䜚開Ვ時の䝥䝷䜾䞉アッセン䝤䝸䛻て                  
䝸䝔䞊䝘䞊の係止部䛴䜑䛜本係止状態䛻䛺䛳てい䜛場合䛜あ䜚ます。                                                     
䝸䝔䞊䝘䞊を仮係止状態䛻してい䛯䛰け䜜ば䚸䛤使用䛻䛿問題あ䜚ま䛫䜣。 

 

  

ϭ4  ϭϬ  Ϯ 

週日を示しています。 (月曜日) 

 

該当年の何週かを示しています。 (10週) 

 
西暦年を示しています。 (2014年) 

例) 䝕䞊䝖コ䞊䝗 14102の場合 
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 保管䛚䜘䜃運搬時のྲྀ扱い䛻䛴いて 

3.1. 䝸セ䝥タ䜽䝹 䠄メス端子䠅 

(1) Ვ包箱か䜙出䛥䜜䛯状態䛷の放置䚸運搬䛿避けて䛟䛰䛥い。 

(2) 䝸䞊䝹の䝣䝷ン䝆面䛰けを持䛳て運ば䛺い䛷䛟䛰䛥い。䝸䞊䝹䛜変形䞉破損し䚸圧着機へのྲྀ付䛜          
䛷䛝䛺䛟䛺䜛場合䛜あ䜚ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 4 

(3) ‵気の多い所䛻䛿放置し䛺い䛷䛟䛰䛥い。直射日ග䛻あ䛯䜙䛺い乾燥し䛯清潔䛺屋内䛷䚸                    
か䛴常温常‵(5～35℃，45～85%RH)の環境ୗ䛻保管して䛟䛰䛥い。 

(4) 圧着機か䜙୍時ྲྀ䜚外䛥䜜䛯䝸䞊䝹䛿䚸そのඛ端の端子を適ษ䛺紐や針金䛻䜘䛳て䝣䝷ン䝆䛻結䜃䚸   
䝸䞊䝹䛜ほ䛹け䛺い様䛻して䛟䛰䛥い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 5 

3.2. 䝥䝷䜾䞉アッセン䝤䝸䚸キ䝱ッ䝥䞉アッセン䝤䝸 

(1) 直射日ග䛻あ䛯䜙䛺い乾燥し䛯清潔䛺屋内䛷䚸か䛴常温常‵(5～35℃，45～85%RH)の環境ୗ䛻      
保管して䛟䛰䛥い。 

(2) 露出状態䛷の運搬や䚸長時間放置す䜛䛣䛸䛿避けて䛟䛰䛥い。 

(3) 運搬の㝿䛿䚸落ୗ䞉衝撃を避けて䛟䛰䛥い。 

 

Ვ包状態䛷䜒落ୗ等の衝撃䛜加わ䜛䛸破損の発生や䝸䝔䞊䝘䞊䛜本係止状態䛻䛺䜛原因䛸䛺䜚ます。 

定䜑䛯Ვ包以外䛷のྲྀ䜚扱い䛻対して䛿製品保証致しか䛽ます。定䜑䜙䜜䛯Ვ包状態䛷䛤使用䛟䛰䛥

い。 

 

  

良い方法 横䛻して片側䛰けを持䛯䛺い 

結ぶ 
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 キ䝱ッ䝥䞉アッセン䝤䝸の基板へのྲྀ付作業 

4.1. 作業の前䛻以ୗの項目を確認して䛟䛰䛥い。 

(1) 䛿䜣䛰付け方式 

原則䛸して䝣䝻䞊又䛿䝸䝣䝻䞊䛷行䛳て䛟䛰䛥い。 

(2) ྲྀ付基板寸法 

該当製品の図面を参照して䛟䛰䛥い。 

(3) 基板 

基板の䜚䛜大䛝い䛸䚸䛿䜣䛰付け良の原因䛸䛺䜛場合䛜あ䜚ます。                                              
実装条件䞉基板の材質等䛻注意願います。 

(4) 䛿䜣䛰量 

実装メ䞊䜹䞊の品質基準䛻基䛵いて䛿䜣䛰量を管理して䛟䛰䛥い。 

(5) 吸着面 

本製品を吸着䛻て実装䛥䜜䜛場合䛿該当製品の図面を参照して䛟䛰䛥い。 

 

4.2. 作業の㝿䛿以ୗの点䛻注意して䛟䛰䛥い。 

(1) Ვ包䝏䝳䞊䝤か䜙のྲྀ䜚出しᕤ程 

端子䞉ボ䞊䝗䝻ッ䜽の変形䛻注意して䛟䛰䛥い。変形し䛯場合䛿䚸コネ䜽タを廃棄して䛟䛰䛥い。 

変形し䛯コネ䜽タをそのまま使用す䜛䛸実装可䚸導通良等の原因䛸䛺䜚ます。 

ボ䞊䝗䝻ッ䜽䛜変形し䛯場合䚸基板ྲྀ付後のコネ䜽タ䛜ṇし䛟保持䛥䜜䛪外䜜䜛䚸又䛿傾い䛯まま         
䛿䜣䛰付け䛥䜜導通良等の発生䚸䛿䜣䛰実装後のコネ䜽タ保持力పୗの原因䛸䛺䜛恐䜜䛜あ䜚ます。 

(2) 基板ྲྀ付ᕤ程  

ボ䞊䝗䝻ッ䜽を基板のボ䞊䝗䝻ッ䜽用穴䛻入䜜䜛䛯䜑䛻䛿䚸ୗ記条件䛻てコネ䜽タを基板へ挿入して䛟䛰䛥

い。 

<実装条件> 

実装時置䛪䜜：㼼0.05mm 

実装時角ᗘ䛪䜜：0.3㼻以ୗ 

実装条件を‶䛯䛥䛺い場合䚸実装可又䛿端子䞉ボ䞊䝗䝻ッ䜽の変形䛻䜘䜛䚸導通良等䛜発生す䜛   
恐䜜䛜あ䜚ます。 

基板へコネ䜽タを挿入す䜛㝿䛿䚸衝撃をえ䛺い䛷䛟䛰䛥い。端子䞉ボ䞊䝗䝻ッ䜽䛜変形し䚸導通良䛜  
発生す䜛恐䜜䛜あ䜚ます。 

重心か䜙コネ䜽タ嵌合側寄䜚を押す䛸䚸コネ䜽タ䛜傾䛝端子䞉ボ䞊䝗䝻ッ䜽の変形䛻䜘䜛䚸導通良等䛜 
発生す䜛恐䜜䛜あ䜚ます。基板へコネ䜽タを挿入す䜛㝿䛿䚸コネ䜽タ重心付近を押して䛟䛰䛥い。 

(3) 䛿䜣䛰付けᕤ程 

熱䛻䜘䜚䚸コネ䜽タの変形䞉変色等䛜発生し䛺い䜘う䛻注意して䛟䛰䛥い。                                              
䝝ウ䝆ン䜾䞉タイン䝥䝺䞊䝖䛿 260℃以ୖ䛻加熱䛥䜜䜛䛸樹脂の融け䛜発生す䜛可能性䛜あ䜚ます。 

䝣䝻䞊䞉䝸䝣䝻䞊䛿 1回䛻限䜚ます。 

(4) 䛿䜣䛰付け後 

コネ䜽タの変色䚸変形等䛜䛺い䛣䛸䚸全端子䚸ボ䞊䝗䝻ッ䜽䛜確実䛻 䛿䜣䛰付け䛥䜜てい䜛䛣䛸を確認し
て䛟䛰䛥い。 

(5) その 

端子䠄嵌合側䚸基板側䠅やボ䞊䝗䝻ッ䜽䞉䝝ウ䝆ン䜾の傷付䛝䚸変形䛜発生し䛺い䜘う注意して䛟䛰䛥い。 
ま䛯䚸嵌合部䛻異物䛺䛹の混入䚸付着䛜䛺い䜘う注意して䛟䛰䛥い。                                                    
導通良の原因䛸䛺䜚ます。 
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 圧着作業 

圧着作業䛿䚸必䛪 TE指定のᕤ具を使用し䚸か䛴指示䛥䜜䛯規定䛻し䛯䛜䛳て実施して䛟䛰䛥い。 

5.1. 電線 

5.1.1. 適用電線 

0.50型メス端子の適用電線䛻䛴いて䛿䚸Fig. 2記載のྲྀ付適用規格を参照して䛟䛰䛥い。 

䝝ウ䝆ン䜾のキ䝱䝡䝔䜱䛻䜘䜚適用可能䛺電線䛜異䛺䜚ます。適用電線䛻䛴いて䛿 6.5を参照して䛟䛰䛥い。 

5.1.2. 端ᮎ加ᕤୖの注意 

芯線の傷䚸ษ断䚸ษḞ䛝䛜䛺い䜘う䛻注意して䛟䛰䛥い。 

                                     傷                       ษ断                      ษḞ䛝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                               良                      良                    良                       ṇ常 

Fig. 6 

5.2. 圧着機のྲྀ扱い䛻䛴いて 

圧着機のྲྀ扱い䛻䛴いて䛿䚸䛂AMP-3K䚸AMP-5K タ䞊䝭ネ䞊䝔䜱ン䜾䝬シンྲྀ扱説明書䛃 409-10047䠄別冊䠅
を参照して䛟䛰䛥い。 

5.3. 圧着条件 

0.50メス端子䛻関して䛿䚸Fig. 2記載のྲྀ付適用規格の条件䛻し䛯䛜䛳て実施して䛟䛰䛥い｡ 

5.4. 圧着端子の保管及䜃ྲྀ扱い䛻䛴いて 

(1) 乾燥し䛯清潔䛺場所䛻保管して䛟䛰䛥い｡ま䛯䚸長時間䛻わ䛯䜚露出状態䛷放置す䜛䛣䛸䛿避けて䛟䛰䛥
い｡ 

(2) 束䛽䜛場合䛿䚸100本を限ᗘ䛸し䚸端子のか䜙䜏䞉変形の䛺い䜘う十ศ注意して䛟䛰䛥い。特䛻䚸䝸䞊䝣部
䛜変形し䛺い䜘う䛻注意して䛟䛰䛥い。 

(3) 多量䛻積䜏重䛽䜛䛸突起部䛜引䛳かか䛳䛯䜚䚸ま䛯重量の䛯䜑䛻端子䛜変形し䚸接触良等の原因䛸
䛺䜚ますの䛷注意して䛟䛰䛥い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Fig. 7 

 

仮係止部 

ワイ䝲䞉バ䝺䝹 

インシ䝳䝺䞊ション 

バ䝺䝹 

䝸䞊䝣部 

電線 

本係止部 
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 䝝䞊ネス製造作業 

6.1. メス端子の䝝ウ䝆ン䜾への挿入 

(1) 䝸䝔䞊䝘䞊䛜仮係止状態䛻䛺䛳てい䜛䛣䛸を確認します｡本係止状態䛻䛺䛳てい䜛場合䛿䚸仮係止状態
䛻して䛟䛰䛥い䠄6.3参照䠅。 

䝸䝔䞊䝘䞊䛜本係止状態のまま䚸メス端子を挿入す䜛䛸メス端子䞉コネ䜽タの変形䞉破損の原因䛸䛺䜚ま

す。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

Fig. 8 

(2) ḟ䛻端子の䜑䛳䛝の種類を確認します｡メス端子の䜑䛳䛝䛿䚸嵌合す䜛オス䞉コネ䜽タの該当す䜛オス端
子䛸ྠ種類䛻します｡ 

オス䞉コネ䜽タの䜑䛳䛝様䛿該当製品の図面を参照して䛟䛰䛥い｡ 

異種䜑䛳䛝の組合䛫䛻䛿し䛺い䛷䛟䛰䛥い｡ṇしい導通䛜䛷䛝䛺い可能性䛜あ䜚ます。 

(3) Fig. 9の䜘う䛺向䛝䛻メス端子を指定のキ䝱䝡䝔䜱䠄メス端子䛜納䛥䜜䜛穴䠅䛻挿入します。                          
䝷ンス䠄端子䝷ンス䠅䛜係止䛥䜜䚸そ䜜以ୖ挿入䛷䛝䛺け䜜ば完了䛷す｡ 

端子挿入作業䛿䚸端子の変形䞉電線のᗙ屈䛜発生し䛺い䜘う䛻䚸電線の端子䛻近い置を持䛳て行䛳て

䛟䛰䛥い。 

端子䛜挿入し㞴い場合䚸無理䛻端子を押し込ま䛪䚸୍ᗘ端子を抜いて䝸䝔䞊䝘䞊の置䚸端子の向䛝を

確認し䚸再ᗘ端子挿入を実施して䛟䛰䛥い。                                                                                         
過剰䛺力を加え䜛䛸コネ䜽タ䞉端子の変形䞉破損の原因䛸䛺䜚ます。 

挿入す䜛端子䛻異物付着䛜無い䛣䛸を確認して䛟䛰䛥い。 

挿入す䜛端子䞉電線䛻傷䛜無い䛣䛸を確認して䛟䛰䛥い。 

適用端子以外䛿挿入し䛺い䛷䛟䛰䛥い。 

適用電線以外䛿挿入し䛺い䛷䛟䛰䛥い。 

端子を誤挿入し䛯場合䛿再使用䛫䛪䚸新しいコネ䜽タ䛻交換して䛟䛰䛥い。 

挿入す䜛電線䛻屈曲䛟䛫䛜無い䜘う䛻して䛟䛰䛥い。 

(4) 更䛻電線を 10N以ୗ䚸速ᗘ 100mm/min以ୗ䛷引張䜚䡠端子䛜抜けて䛣䛺い䛣䛸を確認して䛟䛰䛥い｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 9 

本係止状態 

 

㸦0.65㸧 

䝸䝔䞊䝘䞊 仮係止状態 

 

䝥䝷䜾䞉アッセン䝤䝸 

メス端子 拡大図 
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6.2. 䝎䝤䝹䝻ッ䜽䠄重係止䠅作業 

(1) 全てのメス端子を挿入し䛯後䡠䝸䝔䞊䝘䞊を押し込䜏本係止状態䛻します。ᕥ右の䛴䜑をྠ時䛻均等䛺
力䛷垂直䛻押し䛯後䛻䚸係止部全ての䛴䜑䛜係止䛥䜜䝸䝔䞊䝘䞊䛜飛䜃出してい䛺い䛣䛸を確認して䛟

䛰䛥い｡䛣䜜䛷端子の䝎䝤䝹䝻ッ䜽䛜完了䛷す｡ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Fig. 10 

(2) 䝸䝔䞊䝘䞊䛜押し込䜑䛺い場合䛿䚸無理䛻押し込ま䛪䡠メス端子の挿入足䛜䛺いか再ᗘ確認し䡠       
完全䛻挿入して䛟䛰䛥い䠄6.1参照䠅。                                                                                                  
挿入足のメス端子䛜あ䜛場合䡠䝸䝔䞊䝘䞊を押し込䜐䛣䛸䛜䛷䛝ま䛫䜣。 

6.3. 䝎䝤䝹䝻ッ䜽の解除方法 

メス端子を挿入す䜛場合や引䛝抜䛟場合䛿䡠䝸䝔䞊䝘䞊を仮係止状態䛻します｡                                           
本係止状態䛷䛿䚸挿入䡠引䛝抜䛝䛿䛷䛝ま䛫䜣｡ 

(1) 䝸䝔䞊䝘䞊の解除治具挿入部䛻 1mmの精密䝗䝷イバ䞊を差込䜣䛷䛟䛰䛥い｡ 

(2) 䝸䝔䞊䝘䞊を仮係止状態ま䛷䠄約 0.65mm䠅引䛝出します｡係止部全ての䛴䜑䛜解除䛥䜜䛯䛣䛸を確認し
て䛟䛰䛥い｡ 

䝸䝔䞊䝘䞊を必要以ୖ䛻引䛝出䛥䛺い䛷䛟䛰䛥い｡破損の原因䛸䛺䜚ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 11 

仮係止状態 本係止状態 
䝸䝔䞊䝘䞊 

押す 䛴䜑䛜係止状態 

䛷あ䜛䛣䛸を確認 

 

仮係止状態 

 
本係止状態 

 

解除治具挿入䝬䞊䜽 

 

引䛝出す 
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6.4. メス端子の引䛝抜䛝方法 

(1) 䝸䝔䞊䝘䞊䛜仮係止状態䛻䛺䛳てい䜛䛣䛸を確認します。万୍䚸本係止状態䛻䛺䛳てい䜛場合䛿䚸仮係
止状態䛻して䛟䛰䛥い䠄6.3参照䠅。本係止状態䛷䛿端子䛜引䛝抜䛝䛷䛝ま䛫䜣。 

(2) 専用の引抜䛝治具を所定の穴へ突䛝当䛯䜛ま䛷挿入し䚸電線を引張䜚䚸端子を引䛝抜䛝ます。            
抜䛝治具 No.1891600-1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

Fig. 12 

 

治具を挿入す䜛䛰け䛷䝷ンス䛿解除䛥䜜ます。メス端子䛜抜け䛵䜙い場合䛿引抜䛝治具挿入後䛻ඛ端を

約 10°ୗ方向へ傾けて䛟䛰䛥い。 

無理䛻䛣䛨䛳䛯䜚す䜛様䛻使用す䜛䛸引抜䛝治具の破損䞉䝷ンスの変形䛻䜘䜛メス端子保持力పୗの原

因䛸䛺䜛恐䜜䛜あ䜚ますの䛷注意して䛟䛰䛥い。 

引䛝抜䛝作業䛿 3回以ୖ繰䜚返䛥䛺い䛷ୗ䛥い。メス端子保持力䛜పୗします。 

0.50端子用引䛝抜䛝治具䛻䜘䜛䝸䝔䞊䝘䞊の解除を行わ䛺い䛷䛟䛰䛥い。                                           
引抜䛝治具破損の原因䛸䛺䜚ます。 

(3) 端子䛜抜け䛺い場合䛿䡠無理䛻抜か䛪䛻䝷ンスを確実䛻解除して䛟䛰䛥い｡ 

抜䛝治具や䝗䝷イバ䞊をメス端子内部䛻挿入䛥䛫䛺い䜘う注意して䛟䛰䛥い。万୍䚸挿入䛥䛫てしま䛳䛯  
場合䚸再使用䛫䛪䛻新品のメス端子䛸交換して䛟䛰䛥い。 

 

 

 

 

 

 

Fig. 13 

 

治具挿入部 

䝷ンス 

抜䛝治具 

約 10° 

引䛝抜䛟 

抜䛝治具 

(No.1891600-1) 

䝥䝷䜾䡡アッセン䝤䝸 

電線 
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6.5. 䝝ウ䝆ン䜾の適用電線 

䝝ウ䝆ン䜾䛿䚸ୖ外径䛜 1.2mmを超え䜛電線䛿適用可能䛺キ䝱䝡䝔䜱䛜限定䛥䜜ています。                 
適用可能䛺キ䝱䝡䝔䜱䛿 Fig. 14を参照して䛟䛰䛥い。そ䜜以外のキ䝱䝡䝔䜱䛷䛿使用䛷䛝ま䛫䜣。                 
䠄※ୖ外径 1.2mm以ୗの電線䛿䚸全てのキ䝱䝡䝔䜱䛷適用可能䛷す。䠅 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 14 

6.6. 䝝䞊ネス製品の管理 

6.6.1. ྲྀ扱い䛻䛴いて 

(1) コネ䜽タや電線䛻無理䛺力を加え䛯䜚䡠衝撃をえ䛯䜚し䛺い䜘う䛻十ศ注意して䛟䛰䛥い｡                      
コネ䜽タの変形䞉破損発生の原因䛸䛺䜚ます。 

(2) コネ䜽タ䝻ッ䜽部䛻長時間物を載䛫䛯䜚過剰䛺力を加え䛺い䛷䛟䛰䛥い。変形䞉破損発生の原因䛸䛺䜚䚸  
相手側コネ䜽タ䛸の嵌合機能䛜పୗす䜛恐䜜䛜あ䜚ます。 

6.6.2. 電線の結束䞉䝔䞊䝢ン䜾及䜃電線の急曲䛢䛻䛴いて 

束䛽置䛿コネ䜽タ端面か䜙 30mm以ୖ㞳し䚸か䛴電線䛻無理䛺力をかけ䛺い䛷䛟䛰䛥い。 

電線䛻無理䛺力をかけ䜛䛸端子抜け䚸導通良の原因䛸䛺䜚ます。 

電線䛻無理䛺力䛜かか䜛急曲䛢䛿端子抜け䚸導通良の原因䛸䛺䜚ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Fig. 15 

6.6.3. 導通検査䛻䛴いて 

(1) 導通検査䛻使用す䜛治具䛿䚸相手側コネ䜽タ又䛿ྠ等の䜒のを使用して䛟䛰䛥い。 

相手側コネ䜽タを使用す䜛場合䛿相手側端子䞉䝝ウ䝆ン䜾のキ䝈䞉変形等䛻注意して䛟䛰䛥い。            
キ䝈䞉変形等䛜あ䜛相手側コネ䜽タをそのまま使用す䜛䛸メス䞉コネ䜽タの破損及䜃メス端子の              
導通良発生の原因䛸䛺䜚ますの䛷必䛪新品䛸交換して䛟䛰䛥い。 

(2) メス端子内部䛻䚸検査用䝥䝻䞊䝤を絶対䛻挿入䛥䛫䛺い䛷䛟䛰䛥い。 

検査用䝥䝻䞊䝤を挿入してしま䛳䛯場合䛻䛿䚸必䛪新品のメス端子䛸交換して䛟䛰䛥い。 

 

適用可能䛺キ䝱䝡䝔䜱 

2箇所 
適用可能䛺キ䝱䝡䝔䜱 

12箇所 

※1827855-2(0.50 䝸セ䝥タ䜽䝹(L))䛿䚸端子サイ䝈の制限か䜙䚸ୖ記箇所以外䛷䛿適用可䛷す。 

(2229101) 

0.5型 21極コネ䜽タ 

(2229097) 
0.5型 27極コネ䜽タ 

(2229101) 

0.5型 30極コネ䜽タ 

(2822015) 

適用可能䛺キ䝱䝡䝔䜱 

15箇所 

30mmᮍ‶ 

電線䛻無理䛺力䛜 

かか䜙䛺い曲䛢 
電線䛻無理䛺力䛜 

かか䜛急曲䛢 

良い使用例 
悪い使用例 

30mm以ୖ 



408-78035-1 

Rev A3 11 of 12 

 

6.6.4. 保管䛻䛴いて 

乾燥し䛯清潔䛺場所䛻保管して䛟䛰䛥い。ま䛯露出状態䛷長時間放置し䛺い䛷䛟䛰䛥い。 

6.6.5. 出荷䞉運搬䛻䛴いて 

適ṇ䛺Ვ包箱を利用し䚸塵埃䚸雨水等を防止し䚸寧䛻ྲྀ扱う䜘う注意して䛟䛰䛥い。 

 

 コネ䜽タの嵌合及䜃引䛝抜䛝作業 

7.1. コネ䜽タの嵌合 

(1) 端子の䝝ウ䝆ン䜾への装着状態䚸電線の束䛽置䛿ṇしいか䚸ま䛯䝸䝔䞊䝘䞊䛜本係止状態          
䛻䛺䛳てい䜛䛣䛸を確認して䛟䛰䛥い。仮係止状態䛻䛺䛳てい䜛場合䛿本係止状態䛻して䛟䛰䛥い。      
䠄6項参照䠅。 

(2) ḟ䛻䚸端子の変形䚸変色䚸傷䚸錆䚸䝝ウ䝆ン䜾の変形䚸割䜜䚸Ḟ損䚸変色等の異常䛜䛺いか確認して䛟
䛰䛥い。 

万୍䚸異常を発見し䛯場合䚸必䛪新品䛸交換して䛟䛰䛥い。 

(3) 指定のメス䞉䝝ウ䝆ン䜾をオス䞉コネ䜽タ䛻 Fig. 16の䜘う䛺向䛝䛻真䛳直䛠挿入して䛟䛰䛥い。               
䛂䝟䝏ン䛃䛸音䛜してそ䜜以ୖ押し込䜐䛣䛸䛜䛷䛝䛺け䜜ば嵌合䛿完了䛷す。挿入䛷䛝䛺い場合䛿䚸   
無理䛻押し込ま䛪䚸(1)䚸(2)の項目を再ᗘ確認して䛟䛰䛥い。 

挿入時䛿絶対䛻コネ䜽タを䛣䛨䜙䛺い䠄挿入方向以外䛻力を加え䛺い䠅䜘う注意して䛟䛰䛥い。                
端子曲䛜䜚䚸導通良の原因䛸䛺䜚ます。 

(4) 嵌合後䚸メス䞉䝝ウ䝆ン䜾を軽䛟引張䜚䚸抜けて䛣䛺い䛣䛸を確認して䛟䛰䛥い。 

絶対䛻電線の䜏を引張䜙䛺い䛷䛟䛰䛥い。端子抜け䚸導通良の原因䛸䛺䜚ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 16 

  

挿入方向 
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7.2. コネ䜽タの引䛝抜䛝 

メス䞉䝝ウ䝆ン䜾を䛴か䜏䚸䝻ッ䜽䝺バ䞊を押しୗ䛢䛺䛜䜙真䛳直䛠引䛝抜䛝ます。引䛝抜け䛺い場合䛿        
無理䛻引張䜙䛪䚸䝻ッ䜽䛜完全䛻解除䛥䜜てい䜛か確認して䛟䛰䛥い。 

引䛝抜䛝時䛿絶対䛻コネ䜽タを䛣䛨䜙䛺い䠄引䛝抜䛝方向以外䛻力を加え䛺い䠅䜘う注意して䛟䛰䛥い。    
端子曲䛜䜚䚸導通良の原因䛸䛺䜚ます。 

絶対䛻電線の䜏を引張䜙䛺い䛷䛟䛰䛥い。端子抜け䚸導通良の原因䛸䛺䜚ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 17 

 

7.3. そのの注意項 

(1) コネ䜽タの無用䛺抜䛝挿し䛿し䛺い䛷䛟䛰䛥い。 

(2) 指定コネ䜽タ以外の䜒のを絶対䛻挿入䛥䛫䛺い䛷䛟䛰䛥い。 

(3) 嵌合䚸引䛝抜䛝作業時及䜃嵌合後䚸電線やコネ䜽タ䛻無理䛺力䚸衝撃をえ䛺い䜘う十ศ注意して䛟䛰
䛥い。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電線の䜏を引䛳張䜙䛺い 

䝻ッ䜽䝺バ䞊を押す 


